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ＥＬ３４ /ＫＴ８８両用Ａ級シングルプリメインアンプ

TRK-3488
取扱説明書 rev 1.5

本機は一般家庭用オーデ ィ オ機器 と し て作 ら

れたものです。

一般家庭用以外（たとえば飲食店等での BGM
など営業用の長時間使用、車両、船舶への搭

載使用、野外での使用など ）に使用しないで く

ださい。

一般家庭用以外の使用で故障した場合は、保

証期間内でも有償修理とさせていただきます。

はじめに

この度はTRK-3488完成品をお買い求め頂きまして誠に有り難うございます。本機は組み立てキット

のTRK-3488をあらかじめ組み上げた製品版となります。下記ご使用上の注意点をご覧頂き事故の

無い様ご使用下さい。

注意事項

・使用時の真空管は非常に熱くなります。やけどやケガを防止するため、必ず付属の真空管カバ

ーを取り付けて、風通しの良い場所に設置して下さい。また、本機は背面側に重量が偏りますの

で、ぐらつきのない安定した場所に設置して下さい。

・真空管を交換する時は、電源を切って温度が十分に下がってから行って下さい。故障ややけどな

どの原因になります。

・多湿やほこりの多い場所や水気の多い場所に設置しないで下さい。感電や故障の原因になりま

す。真空管カバー内にほこりがたまったら、電源を切り、真空管が十分冷えた事を確認し、乾いた

布などで清掃して下さい。

・内部は高電圧箇所があり、感電ややけどを負う恐れがあります。裏蓋を開けて内部に触れない様

にして下さい。

・万が一、内部に異物が混入したり水分がかかったり、発煙、外装の異常発熱が生じた場合は直ち

に使用を中止して、下記問い合わせ先までご相談下さい。そのままご使用になると、感電、火災、

事故の原因となります。

・本機は AC100V (50/60Hz )専用機です。他の電源電圧でご使用の場合は必ず電源変圧器を併用し
て下さい。

・業務用など一般家庭用以外での使用による故障および損傷は保証対象外です。

※付属の電源コードは本機専用です。他の機器では使用出来ません。

※お問い合せ先※ 月～金曜日(祝日除く )10 ～ 16 時
株式会社 トライオード

〒 343-0032 埼玉県越谷市袋山 609-3
Tel ： 048-940-3852 Fax ： 048-940-3853

mail ： service@triode.co.jp
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各部の名称

・電源スイッチ

… 電源のＯＮ・ＯＦＦを行います。押し込まれた状態がＯＮです。

・音声ボリューム

… 音量を調整します。スピーカー保護の為、電源を入れる時にはＭ ＩＮにして下さい。

・入力切換スイッチ

… 背面のＬ ＩＮＥ１～Ｌ Ｉ ＮＥ４に接続した機器を切り換えます。

・真空管切換スイッチ

… 使用する出力真空管により切換します。本機では付属のＥＬ３４の他にＫＴ８８を使用すること

が出来ます。その際はＫＴ８８側に入れてご使用下さい。 （ 「真空管取り付けの項」参照）

※真空管交換及びスイッチ切換は必ず電源ＯＦ Ｆの状態で行って下さい。 (真空管の交換参照 )

・ＮＦＢ切換スイッチ

… ネガティブフィードバックのＯＮ ・Ｏ Ｆ Ｆを切り換えます。通常はＯＮにして下さい。ＯＦ Ｆにすると

出力が大きくなります。音色の違いを試して見て下さい。

・ＲＣＡ入力端子

… ＣＤプレーヤー等のラインレベルのソースを入力出来ます。

・スピーカー端子

… スピーカーを接続します。Ｙラグ /バナナプラグにも対応します。４～８Ωに対応します。
・ＡＣ電源端子

… 電源ケーブルを差し込み、コンセントに接続します。

内部にヒューズが装填されています。 (２ Ａ )

交換の際は右図の様に溝にマイナスドライバーを引っ

かけて引き抜きます。ホルダーのヒューズを入れ換え

たら元の位置に押し込んで装着します。

※ヒューズはスローブロータイプをご使用下さい

ＲＣＡ入力端子 スピーカー端子 ＡＣ電源端子

右ﾁｬﾝﾈﾙ

左ﾁｬﾝﾈﾙ

右ﾁｬﾝﾈﾙ 左ﾁｬﾝﾈﾙ

溝に引っかけ、引き抜きます。

ヒューズ

電源スイッチ

真空管切換スイッチ

音声ボリューム

入力切換スイッチ

ＮＦＢ切換スイッチ
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接続方法

１ ．ＣＤプレーヤー等の出力と本機のＲＣＡ入力端子をピンコードで接続します。入力はＬ Ｉ ＮＥ １から

Ｌ ＩＮＥ４まで４系統あります。

※本機にフォノイコライザーを内蔵していないレコードプレーヤーを接続の際には別途フォノア

ンプ（またはフォノイコライザー )をご用意下さい。

２ ．スピーカー端子にスピーカーを接続します。左右それぞれ赤がプラス、黒がマイナスとなる様

に配線して下さい。どちらか片方の極性が逆になると、音楽が左右のスピーカーの中心にまとま

らず、落ち着かない感じになります。

３．電源スイッチがＯＦＦの状態で電源ケーブルをＡＣ電源端子とコンセントに接続します。

※接続に使用するピンコードやスピーカーケーブルは別途ご用意下さい。

使用方法

１．真空管切換スイッチが使用する真空管(お買上時はＥＬ３４ )になっているか確認します。

※必ず正しい位置になっている事を確認して下さい。間違って使用した場合、真空管を破損し

てしまう事があります。

２．ボリュームを左に絞った状態で電源スイッチをＯＮにします。

３．入力切換スイッチでお好みのソースを選び、ボリュームで音量を調節してお楽しみ下さい。

真空管の交換

電源がオフになっている事を確認し、真空管を取り付けます。真空管カバーを左右の手でしっかり

持ち、真っ直ぐ上に引き抜く様に外し、真空管切り替えスイッチを使用する真空管 (Ｅ Ｌ ３ ４またはＫＴ

８ ８ )のポジシ ョンにあわせ、真空管をソケッ トに差し込みます。下図の様にソケッ トの切り込みと真

空管の凸部が合う様にしっかり奥まで差し込んで下さい。

←真空管のピン部分

アンプのソケット部→

１２Ａ Ｘ ７もＥＣＣ８ ３及びＥＣＣ８０３に交換が可能です。真空管とソケットのピン欠け部があう様に

してしっかり差し込んで下さい。ピンが細いので折れない様に十分注意して下さい。

主な仕様

ＥＬ３４/ＫＴ８８：凸部

ＥＬ３４/ＫＴ８８：切り込み部

１２ＡＸ７：ピン欠け部

１２ＡＸ７：ピン欠け部

真空管Ａ級シングル自己バイアス回路

使用真空管：ＥＬ３４ （ ６ＣＡ７ ） ｘ ２本

１２ＡＸ７ （ ＥＣＣ８３ ） ｘ ２本

交換対象真空管：ＫＴ ８８ (６ ５ ５ ０ )

入力インピーダンス：１００ ｋΩ

入力感度：７００ｍＶ

定格出力：６Ｗ ｘ２ （ Ｅ Ｌ３ ４ ）／８Ω

７Ｗｘ２ （Ｋ Ｔ ８８ )／８Ω

周波数特性：２０Ｈ ｚ～４０ｋＨ ｚ （±１ｄＢ ）

Ｓ／Ｎ比：９０ ｄＢ

電源：ＡＣ１００Ｖ （ ５ ０／６０Ｈ ｚ ）

消費電力：７０Ｗ

外形寸法・重量： 310x280x190mm 12kg


